
実用英語技能検定 (英検)
TEST OF ENGLISH FOR ACADEMIC PURPOSES (TEAP)

公益財団法人 日本英語検定協会

9月2日(金)
大学入学者選抜における総合的な英語力評価を推進するための

ワーキンググループ（第２回）
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公益財団法人日本英語検定協会について

1

⚫ 協会理念

日常の社会生活に必要な実用英語の習得及び普及向上に資するため、
英語の能力を判定し、また様々な機会を通じてその能力を養成することにより、
生涯学習の振興に寄与することを目的とする。

英検
4・5
級

小学校 中学校 高校・大学入試 大学 就職 社会人

1
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① 英検について
② TEAPについて

2 目次
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3 英検 各実施方式について

3
※1級～3級 Speaking

問題：PC画面上
音声：ヘッドセット
解答：吹き込み式

1

受験
順序 1級～5級 実施級 準1級～3級 受験

順序

1

問題：紙
解答： Reading

問題：PC画面上
解答：マウス操作

3

問題：紙（※1級～3級）
解答： Writing

問題：PC画面上
解答は選択可能
選択①解答用紙手書き
選択②キーボード入力

2

問題：紙
音声：一斉放送
解答： Listening

問題：PC画面上
音声：ヘッドセット
解答：マウス操作

2

※本資料は、2022年1月現在の情報であり、今後の動向によって情報が更新される可能性があります。※無断転載、無断使用をお断りいたします。

合格者のみ
（別日）

全員
（同日）

or

マークシートに
手書き

解答用紙に
手書き

マークシートに
手書き

対面式

マウス操作

マウス操作

解答用紙手書き
キーボード入力

吹き込み式
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4 英検 各実施方式について

3
※1級～3級 Speaking

※1級～3級式
3

受験
順序 1級～5級 実施級 1級～3級 受験

順序

1

問題：紙
解答： Reading

問題：紙
解答：

1

問題：紙（※1級～3級）
解答： Writing

問題：紙（※1級～3級）
解答：

2

問題：紙
音声：一斉放送
解答： Listening

問題：紙
音声：一斉放送
解答：

2

※本資料は、2022年1月現在の情報であり、今後の動向によって情報が更新される可能性があります。※無断転載、無断使用をお断りいたします。

合格者のみ
（別日）

マークシートに
手書き

解答用紙に
手書き

マークシートに
手書き

対面式

（再掲）

全員
（別日）

マークシートに
手書き

解答用紙に
手書き

マークシートに
手書き

対面式

合理的配慮が必要な障がい等のある受験者様のみを対象に実施
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5 英検 試験日程（年三回）

2022年度

第二回検定
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英検S-CBT 試験日程6
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① 英検について
② TEAPについて

7 目次
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8 TEAPが求める英語力

TEAPでは「英語で講義を受ける」、「英語の文献を読み解く」、「英語で発表を行う」

といった、大学生活や大学教育で使用する、語彙・場面・分野を想定した内容の問題が

出題されます。

TEAPに取り組むことで、大学に入学した後もしっかりと通用する英語力を、早いうち

から身につけることができます。

大学入学後も活きる英語力を身につける
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9

英語の文章だけでなく、グラフや図表の情報を読み取る力を養います。

特徴① 大学での語彙/場面/分野を想定した問題

高校までの学びをベースに、大学での学習や研究で遭遇する語彙・場面・分野を想定した

コンテンツで問題作成。大学・大学院入試や大学入学後のプレースメント・効果測定に最適。

図表を含んだ英文の理解 大学で学習・研究する専攻に近いTOPIC

Point

You are learning about market trends in clean-energy sources such as canola 

oil. Which of the following statements is best supported by the above graph?
その他、講義・学内掲示の理解

※Listening問題

1
0
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10 特徴② 英語を「ツール」として使う運用力を測定

教科としての英語から、大学で学習・研究をおこなう際に必要な、英語で「講義を受ける」、

「文献を読み解く」、「発表を行う」という、英語をツールとして目的達成する英語の運用力を測定。

文献を要約してまとめ、
情報を統合してレポートを書く

Writing TaskB

10

知識としての英語だけでなく、英語を使い
こなす力を測定します。

Point

1
1
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11 特徴➂ 英語を「ツール」として使う運用力を測定

教科としての英語から、大学で学習・研究をおこなう際に必要な、英語で「講義を受ける」、「文献を
読み解く」、「発表を行う」という、英語をツールとして目的達成する英語の運用力を測定。

ゼミ・研究発表等で質疑応答する、交渉する Speaking Part2

受験者が面接官に質問し、
相手から必要な情報を収集する

面接官からの質問に解答するだけでなく、自らのことばとしての英
語を使って面接官に質問する問題もあります。

Point

1
2
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12

ListeningReading SpeakingWriting

測定

技能

形式

試験

時間

マーク マーク 記述 面接

設

問

数

60 2問50問60問

流れ AM PM

50min
70min

測定の目的 アカデミック（大学での学習・研究）な場面での英語運用能力

設問の内容 大学教育において遭遇するものを想定した内容

10min
70min70 70

4問

試験概要

1
3
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第1回 第2回 第3回

R L
6,000円 7月24日

（日）
9月4日
（日）

11月20日
（日）RLWS

15,000円

申込期間 5月23日（月）～
6月27日（月）

7月4日（月）～
8月10日（水）

9月20日（火）～
10月19日（水）

2022年度 試験日程

全国26都道府県で年三回実施

1
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14 （補足）弊会主催検定の大学入試での活用状況

※「旺文社 教育情報センター 2022 年 7月 14 日」より引用

英検：88.4%

受験生が大学入試に利用した民間試験

他の試験

TEAP：8.0%

弊会主催検定の大学入試での活用状況

1
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